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（１）  国の予算 
   一般会計予算規模   ７９兆６，８６０億円  対前年度比 ３．０％減 
   一 般 歳 出           ４６兆３，６６０億円  対前年度比 １．９％減 
 
（２）  地方財政計画 
   地 方 財 政 規 模           ８３兆１，５０８億円  対前年度比 ０．７％減 
 
（３） 本市等の予算編成 
我が国経済は、企業部門の好調さが家計部門へ波及しており、世界経済が着実に回復する中、

地域によってばらつきが見られるものの、国内民間需要中心の穏やかな回復が続くと見込まれる。

一方、我が国の財政は、平成１７年度予算では公債依存度が４１．８％にも及ぶなど、先進国の

いずれの国と比較しても極めて深刻な状況にある。また、高齢化の進展等に伴う諸経費の増大や

公債の累増等により歳入歳出構造はますます硬直化してきており、２０１０代初頭における基礎

的財政収支の黒字化に向け、歳出・歳入の両面において思い切った見直しを進め、将来世代に責

任が持てる財政を確立するため、「歳入・歳出一体改革」の第一歩として力強く踏み出すことと

している。 
 
また、平成１８年度の経済財政運営に当っては、「改革なくして成長なし」「民間にできること

は民間に」「地方にできることは地方に」との方針の下、「経済財政運営と構造改革の基本方針２

００５」に基づき、郵政民営化の着実な実施、政策金融改革、総人件費改革、資産・債務改革、

市場化テストによる民間への業務開放・規制改革等を通じ「小さくて効率的な政府」を実現する

とともに、規制・金融・税制・歳出等の改革を推進するなど、各分野にわたる構造改革を断行し、

民間需要主導の持続的な経済成長を図る。また、デフレからの脱却を確実なものとするため、日

本銀行と一体となって政策努力の更なる強化・拡充を図ることとしている。 
 
これに基づいた国の平成１８年度予算は、「２０１０年代初頭における基礎的財政収支の黒字

化」及び「デフレの克服、民需主導の持続的経済成長」を念頭に置きつつ、予算編成に当たって

は、小さくて効率的な政府の実現に向け従来の歳出改革路線を堅持・強化することとし、三位一

体改革をはじめ各種構造改革について順次予算に反映されるとともに、一般歳出の水準について

前年度よりも減額し、一般会計歳出についても厳しく抑制を図ることとされた。 
 
地方財政については、地方税収入や地方交付税の原資となる国税収入が回復傾向にある一方で、

公債費が高い水準で推移することや社会保障関係経費の自然増により、依然として大幅な財源不

足が生じるものと見込まれたことから、地方財政計画の歳出については国の歳出予算と歩みを一

にして見直すこととし、定員の純減や給与構造改革等による給与関係経費の抑制や地方単独事業

費の抑制を図り、地方財政計画の規模の抑制と財源不足額の圧縮を図る一方、三位一体の改革を

着実に推進するため、安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源の総額を確保

することを基本として地方財政対策を講じることとした結果、地方財政計画の規模は、対前年度

比０．７パーセントの減となり、５年連続のマイナスと、非常に厳しい内容となった。 
 
このような、国・地方を通じた財政環境の悪化の中にあって、本市においても、現下の経済状

況では、財政運営基盤の根幹をなす市税収入の伸びが期待できないことや扶助費や公債費といっ

た義務的経費の増大に加え、財源不足を基金の取り崩しによって対応してきた結果、財源調整可

能な基金残高が、平成１１年度末の約１２５億円から平成１７年度末（見込額）の１１億４千万

円へと激減し、さらには、人口の減少、少子高齢化、市民ニーズの多様化・高度化、除排雪対策

といった行政課題への対応や、合併による新たなまちづくりの展開、５年後に開通予定の東北新

幹線八戸・新青森間を見据えた受け皿づくり、そして、中核市への移行といった財政需要が想定

Ⅰ 予算編成の基本的事項 
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されている。 

 

このように、本市財政を取り巻く社会経済環境の波は決して穏やかではないが、今般策定した

本市の新総合計画「ネクスト Aomori 推進プラン」前期基本計画に基づく新たなまちづくりを

スタートするに当っては、中核市への移行や５年後の新幹線新青森駅開業などを、新たなチャン

スとして捉え、これらの効果を最大限に享受できる環境を整えることが喫緊の課題であるとの認

識のもと、限りある経営資源を有効に活用するためにも施策の選択と重点化を行うとともに、こ

れまで以上に徹底した行財政運営における改革を進めていく必要がある。 

 
このため、これまでの行政中心の公共サービスの拡大・提供から脱却し、「自分たちでつく

る自分たちのまち」を目指した市民自治の仕組みづくりや、限りある経営資源を最も効果的・

効率的に活用するだけではなく、一層の民間活力の活用など新たな経営資源を確保し、将来世

代に責任の持てる行財政運営基盤の確立を目指すため、行財政改革プランを策定し、「小さな

市役所を目指した経営体制の確立」「持続可能な行財政運営構造の確立」「市民視点に立った

事務事業・市税負担の見直し」という３つの柱を設定し、平成１８年度から平成２２年度まで

を計画期間とした行財政改革に取り組むこととした。 

 

これらを踏まえ、平成１８年度当初予算の編成に当たっては、新総合計画「ネクストAomori

推進プラン」前期基本計画並びに行財政改革プランを踏まえた予算編成を行うこととしたほか、

新たな取組みとして、事務事業の取捨選択とそれに伴う部局を超えた予算案の調整・決定を担う

施策推進監を配置し、施策を強力かつ効果的、効率的に推進する仕組みを構築した。 

 

予算編成の基本的な考え方としては、「選択と重点化」を基本に、真に市民の生命・財産に関

わるサービス、最低限度の生活確保に関わるサービス等に最優先に予算配分し、その他の事務事

業については、限られた財源の中で優先度に基づき予算編成することとした。 

 

また、中・長期的な視点から、将来的な経済の活性化、雇用機会の増大に結びつく「新幹線

関連施策」や少子化社会を踏まえた「子ども関連施策」への配慮、合併後のまちづくりに資す

る合併特例債活用事業、中核市移行関連経費への予算配分を優先することとしつつ、最少の経

費で最大の効果を挙げるという財政運営の基本原則に則り、財源配分の重点化・効率化に努め

た結果、平成１８年度一般会計歳入歳出予算規模は公債費負担平準化のための借換え措置分を

除き、前年度比２．１％増の、１千４１億２千２６万９千円となったところである。なお、前

年度予算との比較は、合併に伴う平成１６年度打ち切り決算による未払い分を差し引いた歳出

予算額との比較で示したものである。 

 

 今後においても極めて厳しい財政運営が予想されるところであるが、これまで以上に市民参

加のまちづくりを進めるとともに、より強固なパートナーシップを築き、財政の健全性の確保

に向け、行財政改革を積極的に推進し、最少の経費で最大の効果を挙げるよう鋭意取り組んで

参る所存である。   
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 歳入の大宗を占める市税が現下の経済情勢を反映し大幅な減少が見込まれることに加え、国

の構造改革などにより財源の確保も困難な中、最少の経費で最大の効果を挙げるという財政運

営の基本原則に基づき、経費の節減合理化や緊急性・投資効果等により施策を厳選するなど、

財源配分の重点化と効率化を図った。 

 

 

 

１  一 般 会 計    

 

【公債費平準化措置分除く】 １，０４１億２千万円（前年度比２．１％増） 

【公債費平準化措置分含む】 １，１９５億９千５百万円（前年度比１７．２％増） 

                          

※前年度予算との比較は、合併に伴う平成１６年度打ち切り決算による未払いを差し引いた歳出予算額 

 １，０２０億１千５百万円 との比較です。        

 

※公債費平準化 

     既に発行している縁故債について施設等の耐用年数を考慮し、借換えにより償還期間を延伸することで、

当分の間の公債費が縮減されます。 

借換債の発行額とそれに伴う繰上償還額は同額の154億7千5百万円です。 

 

 

 

２ 特 別 会 計（財産区を除く） 

 

特別会計合計      １，０２５億円（前年度当初比１４．４％減） 

 

    ※前年度予算との比較は、合併に伴う平成１６年度打ち切り決算による未払いを差し引いた歳出予算額 

１，１０５億２千万円との比較です。 

 

 

 

 

３ 企 業 会 計（病院・水道・交通） 

 

    収益的支出＋資本的支出  ２６１億１千３百万円（前年度当初比３．３％減） 

 
    ※平成１７年度当初予算  ２７０億１千４百万円 

 
 
 

Ⅱ 予算規模 
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一般会計・特別会計・企業会計 

本年度 １７年度
うちH16精算分
を除いた通常分

① ② ③ ①-③ 増減率

一 般 会 計 104,120,269 110,487,000 102,014,225 2,106,044 2.1

競 輪 事 業 14,918,678 24,044,432 23,882,123 △ 8,963,445 △ 37.5

国民健康保険事業 26,775,820 28,270,502 25,443,784 1,332,036 5.2

土地区画整理事業 2,179,390 2,962,624 2,293,398 △ 114,008 △ 5.0

索 道 事 業 39,850 40,729 40,729 △ 879 △ 2.2

下 水 道 事 業 12,842,910 14,631,127 13,401,517 △ 558,607 △ 4.2

公共用地取得事業 1,042,845 347,890 67,289 975,556 1449.8

中 央 卸 売 市 場 623,976 724,078 658,046 △ 34,070 △ 5.2

老 人 保 健 事 業 24,463,396 26,913,321 24,925,408 △ 462,012 △ 1.9

霊 園 244,334 613,657 353,861 △ 109,527 △ 31.0

農業集落排水事業 515,963 1,000,007 800,434 △ 284,471 △ 35.5

介 護 保 険 事 業 16,488,992 17,803,307 16,278,964 210,028 1.3

学 校 給 食 2,364,140 2,391,729 2,351,852 12,288 0.5

簡 易 水 道 0 21,630 21,367 △ 21,367 △ 100.0

特 定 基 金 4,544 4,763 4,763 △ 219 △ 4.6

特 別 会 計　 計 102,504,838 119,769,796 110,523,535 △ 8,018,697 △ 7.3

病 院 事 業 12,959,455 12,912,440 12,912,440 47,015 0.4

水 道 事 業 9,770,711 10,381,842 10,381,842 △ 611,131 △ 5.9

自動車運送事業 3,383,033 3,719,951 3,719,951 △ 336,918 △ 9.1

企 業 会 計　 計 26,113,199 27,014,233 27,014,233 △ 901,034 △ 3.3

会  計  名
比　較

（単位：千円、％）

※一般会計及び霊園特別会計の額は、比較のため公債費負担平準化に伴う市債借換分を減じている。

 

 

 

平成１８年度予算総括表 
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１  歳 入

① 構成比 ② 構成比 ③ 構成比 ①-③ 増減率

千円 % 千円 % 千円 % 千円 %

1 市 税 33,623,684 32.3 34,914,482 31.6 34,253,846 34.1 △ 630,162 △ 1.8

2 地 方 譲 与 税 3,266,151 3.1 2,316,622 2.1 2,316,622 2.3 949,529 41.0

3 利 子 割 交 付 金 128,555 0.1 136,995 0.1 136,995 0.1 △ 8,440 △ 6.2

4 配 当 割 交 付 金 27,492 0.0 35,990 0.0 35,990 0.0 △ 8,498 △ 23.6

5
株式等譲渡所得割
交 付 金

13,454 0.0 13,478 0.0 13,478 0.0 △ 24 △ 0.2

6 地方消費税交付金 3,098,109 3.0 3,103,450 2.8 3,103,450 3.1 △ 5,341 △ 0.2

7
ゴ ル フ 場 利 用 税
交 付 金

30,014 0.0 38,262 0.0 38,262 0.0 △ 8,248 △ 21.6

8 自動車取得税交付金 386,398 0.4 392,663 0.4 392,663 0.4 △ 6,265 △ 1.6

9
国 有 提 供 施 設 等
所在市助成交付金

6,503 0.0 6,095 0.0 6,095 0.0 408 6.7

10 地 方 特 例 交 付 金 853,774 0.8 1,223,224 1.1 1,223,224 1.2 △ 369,450 △ 30.2

11 地 方 交 付 税 22,846,438 21.9 22,121,894 20.0 22,121,894 22.0 724,544 3.3

12
交通安全対策特別
交 付 金

65,000 0.1 64,881 0.1 63,000 0.1 2,000 3.2

13 分担金及び負担金 1,530,943 1.5 1,437,399 1.3 1,423,051 1.4 107,892 7.6

14 使用料及び手数料 1,974,132 1.9 2,209,633 2.0 2,124,127 2.1 △ 149,995 △ 7.1

15 国 庫 支 出 金 16,173,172 15.5 18,768,926 17.0 15,706,633 15.6 466,539 3.0

16 県 支 出 金 3,496,274 3.4 5,975,880 5.4 4,329,459 4.3 △ 833,185 △ 19.2

17 財 産 収 入 160,516 0.2 170,723 0.2 162,767 0.2 △ 2,251 △ 1.4

18 寄 附 金 1 0.0 1 0.0 1 0.0 0 0.0

19 繰 入 金 166,271 0.2 333,103 0.3 333,103 0.3 △ 166,832 △ 50.1

20 繰 越 金 1 0.0 0 0.0 0 0.0 1

21 諸 収 入 2,104,887 2.0 2,363,799 2.1 2,288,032 2.3 △ 183,145 △ 8.0

22 市 債 14,168,500 13.6 14,859,500 13.4 10,299,400 10.3 3,869,100 37.6

※（15,474,731）

歳 入 合 計 104,120,269 100.0 110,487,000 100.0 100,372,092 100.0 3,748,177 3.7

※　(　）の数字は、公債費平準化に伴う借換え措置分であり、比較のために予算額から減じている。

比　較款
１７年度

うちH16精算分を
除いた通常分

本　年　度

 

 

 

一般会計歳入・歳出の内訳 
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２  歳 出（目的別歳出） 

 
新総合計画「ネクストAomori推進プラン」前期基本計画並びに行財政改革プランに基づき、

施策の「選択と重点化」を基本に、真に市民の生命・財産に関わるサービス、最低限度の生

活確保に関わるサービス等に最優先に予算配分し、持続可能な政策運営及び財政の健全性に

留意しつつ、財源配分の重点化・効率化に努めた。 

  議会費は、議員の辞職等による報酬等の減により、金額で１億円程度、率で１２パーセン

ト程度の減となり、総務費は、新情報システムの本格整備に伴い増加している。 

民生費は、扶助費等の増加により、金額で１６億円程度、率で４．５パーセント程度の増

となり、土木費については、除排雪対策の抜本的な見直しを図ることとし、９月補正措置と

したことから、金額で１１億円程度、率で８パーセント程度の減となったものである。 

  また、教育費は、文化会館の改修及び浪岡体育館の改築に伴い、約３６億円程度、率で３

９パーセント程度の増となったものである。 

 なお、公債費については、過去に発行した縁故債の償還期間を延伸し、償還金の平準化を

図った。 

 

A 構成比 B 構成比 C 構成比 Ａ - C 増減率

千円 % 千円 % 千円 % 千円 %

1 議 会 費 749,069 0.7 862,976 0.8 858,387 0.8 △ 109,318 △ 12.7

2 総 務 費 10,336,054 9.9 10,945,888 9.9 9,414,308 9.2 921,746 9.8

3 民 生 費 37,371,667 35.9 35,871,221 32.5 35,766,653 35.1 1,605,014 4.5

4 衛 生 費 7,112,191 6.8 7,732,344 7.0 7,519,507 7.4 △ 407,316 △ 5.4

5 労 働 費 156,528 0.2 271,316 0.2 268,127 0.3 △ 111,599 △ 41.6

6 農林水産業費 1,638,116 1.6 1,982,644 1.8 1,900,398 1.9 △ 262,282 △ 13.8

7 商 工 費 2,308,135 2.2 2,914,948 2.6 2,778,399 2.7 △ 470,264 △ 16.9

8 土 木 費 12,798,689 12.3 16,013,807 14.5 13,899,499 13.6 △ 1,100,810 △ 7.9

9 消 防 費 4,128,246 4.0 3,992,788 3.6 3,991,366 3.9 136,880 3.4

10 教 育 費 12,741,378 12.2 9,546,465 8.6 9,165,494 9.0 3,575,884 39.0

11 災 害 復 旧 費 1 0.0 47,327 0.1 46,929 0.0 △ 46,928 皆減

12 公 債 費 14,404,681 13.8 15,668,885 14.2 15,665,190 15.4 △ 1,260,509 △ 8.0
※（１５，４７４，７３１）

13 諸 支 出 金 275,514 0.3 4,536,391 4.1 639,968 0.6 △ 364,454 △ 56.9

14 予 備 費 100,000 0.1 100,000 0.1 100,000 0.1 0

歳 出 合 計 104,120,269 100.0 110,487,000 100.0 102,014,225 100.0 2,106,044 2.1

※　(　）の数字は、公債費平準化に伴う借換え措置分であり、比較のために予算額から減じている。

比　較款
１７年度

うちH16精算分を
除いた通常分

本　年　度
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３  歳 出（性質別歳出） 

 

  人件費については、行財政改革プラン・プログラムに基づく定員管理の適正化を図り、原

則、退職者不補充としたこと、さらには国家公務員の給与構造改革に準じた改革を行うとと

もに、特別職・管理職の給料の見直しを図ったことなどにより、２億円程度の減額となった

ものであり、扶助費については、生活保護率の上昇等により増額となったことによるもので

ある。 

 補助費等については、地域総合整備資金貸付事業の減及び病院事業会計への支出金の減な

どによるものである。 

投資的経費については、新幹線関連事業、文化会館の改修及び浪岡体育館の改築などによ

り２８億円の増となったものである。 

また、このほかに公債費平準化のための借換え措置に伴い、本年度分の公債費が減となっ

たものである。 

 

（単位：千円、％）

① 構成比 ② 構成比 ③ 構成比 ①-③ 増減率

1 62,687,094 60.2 68,320,366 61.8 62,061,245 60.8 625,849 1.0

14,844,073 14.3 16,525,178 15.0 15,057,074 14.8 △ 213,001 △ 1.4

10,788,630 10.4 11,370,221 10.3 10,718,016 10.5 70,614 0.7

200,007 0.2 97,840 0.1 97,129 0.1 102,878 105.9

26,262,541 25.2 24,619,210 22.3 24,591,032 24.1 1,671,509 6.8

10,592,272  10.2 15,707,917 14.2 11,597,994 11.4 △ 1,006,151 △ 8.8

2 13,955,986 13.4 13,510,278 12.2 11,162,029 10.9 2,793,957 25.0

3,716,239 3.6 2,493,998 2.3 2,386,910 2.3 1,329,329 55.7

8,818,147 8.5 9,243,492 8.4 7,014,820 6.9 1,803,327 25.7

257,438 0.2 218,437 0.2 218,437 0.2 39,001 17.9

1,164,161 1.1 1,507,024 1.4 1,494,933 1.5 △ 330,772 △ 22.1

0.0 0.0 0.0 0.0 0 -

1 0.0 47,327 0.0 46,929 0.0 △ 46,928 皆減

3 27,477,189 26.4 28,656,356 25.9 28,790,951 28.2 △ 1,313,762 △ 4.6

14,404,681  13.8 15,668,885 14.2 15,665,190 15.4 △ 1,260,080 △ 8.0

94,941 0.1 99,413 0.1 99,413 0.1 △ 4,472 △ 4.5

922,016 0.9 733,600 0.7 733,600 0.7 188,416 25.7

10,743,578 10.3 10,851,696 9.8 10,989,986 10.8 △ 246,408 △ 2.2

1,211,544 1.2 1,202,762 1.1 1,202,762 1.2 8,782 0.7

100,000 0.1 100,000 0.1 100,000 0.1 0

104,120,269 100 110,487,000 100 102,014,225 100 2,106,044 2.1

※　公債費の数字は、比較のために本年度の公債費平準化のための借換え措置に伴う繰上償還分を
予算額から減じている。

予 備 費

歳   出   合   計

投資及び出資金

貸 付 金

繰 出 金

積 立 金

受 託 事 業 費

災害復旧事業費

そ の 他

公 債 費

補 助 事 業 費

単 独 事 業 費

国直轄事業負担金

県営事業負担金

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費 等

投 資 的 経 費

比較

消 費 的 経 費

人 件 費

物 件 費

区    分
本年度 １７年度

うちH16精算分を
除いた通常分
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※新規事業、合併特例債活用事業は【 】書きで表示しています。 

                        

（単位：千円） 

 

第１章 魅力ある都市空間に 人々が行き交うまち 
 

第１節 都市機能を高める土地利用 
○コンパクトシティの推進、まちなか居住の推進 

無秩序に市街地を拡大する開発行為を防止するとともに、既存ストックの有効活用や都市機能の集

約化・複合化を進め、計画的な土地利用を誘導します。 

また、中心市街地やその周辺部の土地を有効に利用した民間集合住宅の整備を促進します。 

 

 

第２節 雪に強い快適な居住環境 
○雪処理対策の充実 

機械除排雪をより効率的に実施するとともに、機械除雪の補完と地域住民による自主的な除排雪の

促進のため、流・融雪溝を整備します。 

 

 ◇流雪溝整備事業   ３０６，５００ 

    桜川・筒井地区、矢作１丁目地区、浪岡地区（狐森線） 

 

 ◇融雪溝整備事業    ２０，０００ 

    佃地区 

 

 ◇下水熱を利用したまちなかコミュニティ雪処理事業   ４０，０００ 

     北金沢地区（継続）、中央・橋本地区【新規】 

 

 ◇ＧＰＳ携帯端末活用除排雪作業高度化事業       １０，５９７ 

平成17年度 除排雪車運行管理システム  

     平成18年度 除排雪完了情報提供システム 

  

 ◇（仮称）雪処理基本計画の策定    ３８０ 

    雪対策を抜本的に見直すとともに、今年度の除排雪経費は９月補正提案としました。 

 

 

第３節 魅力と風格ある都市景観 
 ○青森ならではのまちなみの形成 

  市民、民間事業者への意識啓発を行うとともに、自然的景観、歴史・文化的景観、都市的景観、

眺望的景観といった構成要素に応じた魅力ある都市景観の形成に向け、規制・誘導します。 

 

◇景観形成推進事業      ４５２ 

景観計画策定、景観条例改正の審議 

 

 

 

 

一般会計主要施策 
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第４節 機能的で潤いのある市街地 
○新幹線開業に向けた拠点の整備 

 業効果の受け皿となる魅力ある拠点整備を計画的に推進します。 

 

◇新青森駅周辺整備事業【合併特例債活用事業】    ２６８，０００ 

     新青森駅通り線（用地買収） 

南北連絡通路・観光情報センター等（詳細設計等） 

 

◇青森駅周辺整備事業【合併特例債活用事業】     １１１，０００ 

駅前広場、バス・観光案内所等（詳細設計等） 

     文化観光交流施設（基本設計等） 

 

◇浪岡駅周辺整備事業              ８０７，０００ 

     駅前広場・駐車場・駐輪場・交流センター等（用地買収、施設整備） 

 

 

○公園・緑地の充実 

安全で快適に利用できる公園・緑地の充実を図ります。 

 
◇公園整備事業                               ２３５，０００ 

      駅前公園   （Ｈ１２～Ｈ１８）  

      新青森駅前公園（Ｈ１８～Ｈ２１）【新規・合併特例債活用事業】  

 

 

第５節 域内外への移動を容易にする交通ネットワーク 
○新幹線開業を見据えた鉄道網の整備 

新幹線鉄道の建設促進と、在来線鉄道の利便性の向上に努めます。 

 

◇新幹線対策                    

      東北新幹線八戸・新青森間建設促進負担金           １１８，６６７ 

      並行在来線活用事業（将来需要等調査）【新規】           ２，０１２ 
         

 

○道路網の整備 

都市計画道路などの道路網を計画的に整備します。 

 

◇道路新設改良事業                  ２，３０４，０００ 

      筒井幸畑団地線     （Ｈ ５～Ｈ２０） 

      四戸橋１号線    （Ｈ ８～Ｈ２０） 

      高田野沢線    （Ｈ１２～Ｈ２０） 

      うとう橋通り線（歩道融雪・修景）（Ｈ１３～Ｈ１９） 

      油川新城線    （Ｈ１３～Ｈ２３） 

浅虫ダム線    （Ｈ１３～Ｈ２１） 

桑原２９号線    （Ｈ１４～Ｈ２１） 

金浜小畑沢線    （Ｈ１５～Ｈ２０） 

造道１０５号線    （Ｈ１７～Ｈ１８） 

      新青森駅南通り線          （Ｈ１６～Ｈ２２） 

      久須志四丁目３号線   （Ｈ１７～Ｈ１８） 

     （仮称）浦町１２０号線【新規】  （Ｈ１８～Ｈ２１） 
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      古館地下道【新規】   （Ｈ１８～Ｈ１９） 

松原二丁目６号線（甲田橋）  （Ｈ１２～Ｈ１８） 

      西花岡３号線    （Ｈ１６～Ｈ１９） 

      野尻本線    （Ｈ１７～Ｈ１９） 

      浅井野脇線【新規】   （Ｈ１８～Ｈ１９） 

      平野３号線【新規】   （Ｈ１８～Ｈ１９） 

 

◇都市計画街路事業                    680，０００ 

３・４・３ 号蜆貝八重田線（桜川） （Ｈ ４～Ｈ２１） 

３・４・３ 号蜆貝八重田線（奥野） （Ｈ ５～Ｈ２０） 

３・４・15号里見丸山線     （Ｈ ３～Ｈ１９） 

３・４・16号油川岡町線     （Ｈ ３～Ｈ２３） 

３・２・２ 号内環状線（浜田 ）   （Ｈ１５～Ｈ２４） 

      ３・４・３ 号蜆貝八重田線（奥野２）（Ｈ１６～Ｈ２４） 

 

 

  ◇県施行都市計画事業負担金            ３５２，３１５ 

３・４・15号里見丸山線   （Ｈ１０～Ｈ１９） 

３・３・７ 号中央大通り荒川線   （Ｈ１１～Ｈ１８） 

３・５・４ 号堤町通り浜田線    （Ｈ１２～Ｈ１８） 

３・２・２ 号内環状線（石江）    （Ｈ１６～Ｈ２２） 

３・４・１ 号浦島造道線（造道）   （Ｈ１４～Ｈ２０） 

柳町地下駐車場整備事業債償還事業 （Ｈ ５～Ｈ２８） 

 
○港湾機能の強化 

交通及び物資流通のための港湾機能の強化や、観光・交流拠点体制の充実を図ります。 

 
  ◇港湾整備事業                   ６５９，６８９ 

     港湾整備事業費負担金 

      国直轄港湾整備事業        

       （防波堤・岸壁改良等： 沖館、油川） 

県補助港湾改修事業        

       （本港 歩道橋・橋梁整備： 沖館 橋梁整備） 

県補助港湾環境整備事業    

       （緑地整備等：本港、油川、浅虫） 

県補助港湾既存施設有効活用促進事業 

       （防波堤：本港） 

県単独港湾整備事業債償還事業   
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第２章 四季折々に水と緑と共生する 安全で住みよいまち 
 

第１節 次世代に引き継ぐ豊かで美しい自然環境 
○汚水処理施設の整備 

汚水処理施設（公共下水道、農業集落排水施設、合併処理浄化槽）を効率的に整備し、公共下水道

と農業集落排水事業を合わせ、平成１８年度末の普及率を、青森地区で７２．６％、浪岡地区で７５．

１％を目指します。 

 

 ◇公共下水道事業（下水特別会計）        ４，７９１，０８７ 

    普及率見込  青森地区：７０．９％、６０．３％（浪岡地区） 

 

 ◇農業集落排水事業（農集特別会計）         ５１５，９６３ 

    桑原地区   （Ｈ１４～Ｈ１８） 

    浪岡野沢地区 （Ｈ１３～Ｈ１８） 

 

◇合併処理浄化槽設置整備事業             １２，９５２  

３５基（青森地区２５基＋浪岡地区１０基） 

 

 

第２節 持続可能な資源循環型社会 
○ごみの減量化・資源化の推進 

市民・事業者への意識啓発に努め、ごみの減量化に対する自主的な活動を促進するとともに、分別

収集等により、ごみの資源化を推進します。 

   

◇ごみの減量化・資源化の推進     ３４８，００５ 

分別収集推進事業           

有価資源回収団体活動奨励事業       

 

○一般廃棄物の適正な処理 

市民・事業者の不適正排出や不法投棄の防止に関する意識啓発に努めるとともに、監視･指導活動

を積極的に行うなどにより、効率的で適正な一般廃棄物（ごみ、し尿、浄化槽汚泥）の処理を行い

ます。 

 

  ◇一般廃棄物の適正な処理         ４１４，３２８ 

     ごみの適正処理対策事業 

 

 

○産業廃棄物の適正な処理 

産業廃棄物排出事業者や処理業者に対する監視･指導活動を積極的に行い、産業廃棄物の適正処理

を進めるとともに、市民の協力を得ながら不法投棄の防止に努めます。 

 

  ◇産業廃棄物の適正な処理          １２，５２８ 

     産業廃棄物適正処理指導事業          

 

第３節 市民の生命や財産を守る危機管理 
○救援・救護体制の整備 

防災拠点施設へ災害対応に必要な設備・資機材や非常用食料・毛布などの備蓄物資を整備します。   

 

 ◇防災対策事業             ３９，５９３ 

総合防災訓練、防災対策経費、防災機材・備蓄物資購入     

     自主防災組織助成事業費（防災資機材支給等）    



 
- 12 -

 

○消防力の充実 

 消防施設・設備の充実、消防・救助技術の向上及び消防団の充実を図ります。 

 

◇防災施設等整備事業【合併特例債活用事業】３４７，０３０ 

     浪館分署改築事業（Ｈ１７～Ｈ１８） 

 

○自然災害防止対策の推進 

 河川や雨水処理施設、急傾斜地などの都市基盤整備を行います。 

 
  ◇河川改修事業              ２３４，０００ 

牛館川（改修工事、用地買収等）   

貴船川（用地買収等） 

 

  ◇水路護岸整備事業            １６２，０００ 

        排水路整備  

 

 

 

第４節 安全で安心できる生活環境 
○交通安全意識の啓発 

 交通安全活動を推進するとともに、交通ルールの遵守の徹底、交通マナーの向上を図ります。 

 

◇新入学児童交通安全対策事業           ７，３１６ 

    交通安全用品配布                             

         文房具、黄色い帽子 

    交通整理員（浪岡地区）                       

         新入学児童交通災害共済掛金                   

 

○安全な道路環境の確保 

 道路の適正な維持管理や交通安全施設などの整備を行います。 

 

◇道路整備事業            ３７４，９２０ 

舗装整備、側溝整備 

 

○防犯体制の整備 

 市民、町会、警察及び防犯関係団体などと連携した防犯対策を推進します。 

 

◇防犯灯維持管理事業             １８２，９９６ 

     町会街路灯の維持管理   

 

○霊園・斎場の充実 

 市民の墓地需要に対応した適切な供給と斎場施設の円滑な運営に努めます。 

 

◇斎場改修事業                １３０，４９０ 

斎場の改修工事（H1７～H18） 

       火葬炉（人体炉７、動物炉１、胎児炉１） 

       関連設備（排送風装置、電気設備）  

      斎場屋根防水工事 

 



 
- 13 -

第３章 恵み育む大地に 活力ある産業が躍動するまち 
 

第１節 魅力的で競争力のある農林水産業 
○林業生産活動の充実 

市有林の保育作業などを継続して実施していくとともに、民有林における保育作業などの促進に努

めます。 

 

◇造林事業             ４３，００５ 

      市有林（５０.３ha）、部分林（２２.８ha）、分収造林（３１.１ha） 

 

○農業経営の変革の促進 

冬期間の農業の確立や農業経営の複合化に対して支援するとともに、農業団体の育成などにより、

生産・販売支援体制の充実に努めます。また、消費者ニーズに合致した付加価値の高い農業生産と、

環境に配慮した農業への取組みを支援します。 

 

◇循環型農業推進事業【新規】        ９，９７６ 

      稲わら収集関連機器による稲わら収集活動支援 

 

◇水田農業経営条件整備事業【新規】     １，２００ 

     色彩選別機による米品質向上支援（債務負担行為設定） 

 

  ◇家畜導入支援事業                        3，３６３ 

     家畜導入促進（短角種10頭・黒毛種2頭） 

 

○青森産品の流通・販路の拡大 

特産品の消費宣伝活動に取り組む各種団体と連携した活動や、各種イベントにおける特産品のＰＲ

活動、地産地消の推進に向けた取組みを進めます。 

 

  ◇地産地消推進事業【新規】           ４，０７９ 

     あおもり産品販売促進協議会  

     おぼこい林檎販売促進協議会  

 

○「青森りんご」のブランド化の推進 

「青森りんご」のブランド化に向けて、りんご生産者の育成、生産性と品質の向上、需要の拡大な

どに総合的に取り組みます。 

 

◇りんご生産基盤整備事業         １４，１０１ 

      りんご病害虫防除対策事業  

      りんご減農薬栽培支援事業  

      りんご・ぶどう等生産品質向上支援事業 

 

○農林業生産基盤の充実 

農林業の生産基盤である農道や用排水路などの整備と、維持管理体制の充実を図ります。 

 

◇農業生産基盤整備関連事業       ２４，３１４ 

      農業土木工事支援事業  

      農業基盤改良事業（農業用用排水路、農道、農地等整備） 

      農道補修事業 

 

◇かんがい排水対策事業（県負担）    ２７，８５８ 

    駒込、大別内、福館、浪岡川、宮田大堰【新規】 
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◇ほ場、農道整備事業（県負担）      ８，１０６ 

     増館地区、本郷ふるさと農道、南津軽広域農道 

 

○農業集落環境の充実 

農業集落における農道、集落道、用排水路、コミュニティ施設などの総合的な整備を行います。 

 

◇農村総合整備事業（県負担）     １１９，１２４ 

     西部地区、浪岡地区  

 

○漁業生産基盤の整備 

市内の各漁港の整備などを行います。 

 

  ◇漁港整備事業（県負担）        ３５，０００ 

      後潟漁港整備事業（漁港拡張）（Ｈ１５～Ｈ１９） 

     青森漁港整備事業（防波堤） （Ｈ１７～Ｈ１８） 

 

 

第２節 まちの元気をつくり出す商工業 
○新たな起業・産業の育成 

 起業・創業時の経済的な負担や必要なノウハウの習得に対して支援します。 

 産業間、産学間の連携のコーディネートなどによる新しい産業の創出に取り組みます。 

 

◇地域総合整備資金貸付事業       ９０，０００ 

     貸 付 先 青森エコサイクル産業協同組合 

     対象事業 ホタテ貝殻高度リサイクル施設建設事業 

           （ホタテ貝殻凍結防止剤の製造） 

     操業開始 平成１８年１２月予定 

 

○経営体質の強化の促進 

中小企業の経営相談・指導機関を支援するとともに、中小企業の新分野への進出や新商品の開発、

組織化などを促進します。 

 

◇中小企業金融対策費          ６０９，３３１ 

    経営資金融資事業        

    経営改革等資金融資事業     

    ベンチャー・創業支援資金融資事業 

    中小企業組織化支援事業     

 

 ◇新幹線新青森駅開業対策事業【新規】 １５０，０００ 

    中心市街地にぎわいプラス資金保証融資 

      貸付限度額 １億５，０００万円 

      貸付利率  無利子（市が全額負担） 

      貸付期間  運転１５年以内、設備２０年以内 

      保証料   市が全額負担 

 

○地場産品の情報発信 

全国各地において物産展を開催するとともに、各種イベントなどにおいて地場産品の宣伝活動を行

います。 

 

◇物産展開催事業             ３，２２８ 

    青森市物産展 ３開催（三越千葉店ほか（予定）） 

    青森・函館の物産と観光展 １開催（三越新潟店（予定）） 
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○ものづくり産業の振興 

企画から販売に至るまでの各段階に応じて必要とされる支援を行い、新製品の開発や付加価値の向

上などを促進するとともに、ものづくり企業に対して支援します。  

 

◇ものづくり活性化支援事業       ３０，８３４ 

     新商品開発助成金（対象 アンデス電気㈱青森工場 可視化装置の開発） 

     ものづくり支援事業 

     ものづくりモデル事業 

 

○情報通信関連産業の振興、企業立地の促進 

情報通信関連企業の育成を進めるとともに、情報通信関連企業の立地に対して支援します。 

関係団体と連携した誘致活動に取り組むとともに、誘致企業の立地に対して支援します。 

 

◇企業誘致対策費           １０２，８４３ 

     情報通信関連企業立地支援事業             

      （㈱ノースサイバーほか１社） 

     誘致企業等立地支援事業               

       工場等用地取得助成金（㈱大引商店ほか１社） 

       工場等立地促進助成金（北日本推進㈱ほか７社） 

       中核工業団地賃貸型企業立地促進費補助金（東日本ライフ輸送㈱） 

     企業誘致活動事業（説明会等）ほか     

 

○「にぎわいの商店街」の再生 

中心商店街や地域商店街における商店街の魅力や利便性などの向上に向けた自主的な取組みを支

援します。 

 

  ◇商店街振興支援事業        １０，６６９ 

     にぎわいの街づくり奨励事業助成金         

商店街イベント支援（イベント開催助成） 

       商店街ライトアップ支援（電気料助成） 

     まちなか丸ごと元気事業補助金           

     商店街空き店舗活用チャレンジ融資         

 

 

  ◇中心商店街活性化支援事業        ９，４２５ 

     ＴＭＯ運営補助金                 

     中心商店街活動拠点                

     光のプロムナード事業負担金            

    中心市街地冬期間活性化事業補助金        

 

 

第３節 魅了し満喫できる観光 
○特色ある観光資源の充実 

 りんごや豊かな自然など、地域の特色を活かした新たな観光資源の確立と、ねぶた祭などの既存の

観光資源の充実に努めます。 

 

◇観光行事奨励費            ３５，９６０ 

     青森ねぶた祭活性化事業（開催負担金） 

     冬まつり・春まつり等開催負担金 

    北畠まつり・桜まつり・りんご花まつり等開催補助金 ほか 
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◇モヤヒルズ機能強化事業       １７３，５００ 

    ゲレンデ改修工事 

 

○拠点機能を活かした広域観光の推進 

他自治体などと連携し、県内の他地域や青函地域などでの広域観光の推進に向けた活動に取り組み

ます。 

 

◇観光宣伝費              １１，１６２ 

    新幹線開業誘客促進事業               

    観光客誘致キャンペーン推進事業（県負担）  

    外国人観光客誘客促進事業             

      韓国インバウンド誘客対策助成金 ほか 

    観光情報提供事業 ほか              

   

 

第４節 いきいきと働ける雇用・労働環境 
○雇用の促進、労働環境の向上 

 就業するうえで必要な技能の習得や知識の向上に対して支援します。 

雇用の促進に向けて、国・県との連携をはじめとする官民一体となった活動や、企業の雇用負担の

軽減に取り組みます。 

また、中小企業における勤労者の福利厚生の充実を促進します。 

 

◇労働対策費              ９９，７３０ 

    職業能力向上システム構築事業           

      新規高等学校卒業者人材育成事業助成金 

      進路選択ガイドブック作成費 ほか 

    職業能力開発資金貸与事業            

    労働団体助成費                 

    労働者資金貸付事業              
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第４章 心ふれあい 笑顔と元気がみなぎるまち 
 

第１節 生涯を通じた健康づくり 
○自主的な健康づくり活動への支援 

身体の健康管理意識や心の健康を大切にする意識の啓発を図るとともに、自主的な健康づくり活動

への取組みを支援します。 

 

◇地域健康づくり活動事業        １８，９４２ 

ヘルシーあおもりフェア           

     地域ぐるみの健康づくり実践報告事業           

     老人保健事業            

 

○生活習慣病予防対策の充実 

生活習慣病の予防に対する自主的な取組みを促進させていくための環境づくりを進めます。 

 

◇健康増進事業              ３０，１１７ 

     元気プラザ：医学的検査、健康度測定、運動指導 

     西部市民センター：運動指導 

 

 ◇個別健康支援プログラム事業（国保特別会計）８，９９１ 

   「個別健康支援プログラム」による運動・食生活支援 

 

◇健康診査事業             ６７５，２４４ 

     基本健康診査、胃がん、大腸がん、肺がん、子宮がん、乳がん、 

前立腺がん（浪岡地区）、歯周疾患、肝炎ウイルス、レディースヘルスチェック

   骨粗しょう症検診 

 

○感染症予防対策の充実 

感染予防の普及啓発のほか、的確な予防対策を進めます。 

 
  ◇予防接種事業            １９７，７７９ 

     ポリオ、結核、三種混合、二種混合、麻しん・風しん、日本脳炎、インフルエンザ 

 

◇結核対策事業（中核市関連）        １２，７１４ 

 

 

第２節 利用しやすい医療体制 
○医療機関の連携による適切な医療サービスの充実 

病院・診療所などの医療機関の連携の強化と、役割が相互に補完される体制の形成を推進します。 

 

◇救急医療対策事業          １２７，９７２ 

      急病センター運営管理 

（５月連休・年末年始での小児専門医配置による３医師体制整備） 

在宅当番医制事業              

      救急医療情報システム負担金             

      病院群輪番制病院事業              

     休日救急歯科診療事業            

     医師確保対策特別事業負担金           

 

○救急体制の充実 

救急体制の充実や、応急手当の普及啓発などを推進します。 
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◇救急車両購入事業【合併特例債活用事業】３９，２７９ 

  浪岡消防署高規格救急車導入 

 

 

第３節 はつらつと暮らせる高齢者支援 
○高齢者地域生活支援の充実 

高齢者の自宅における日常生活の支援のほか、介護する家族の負担軽減を図るなどの在宅生活を支

援します。 

 

◇高齢者福祉施策 

      家庭奉仕員派遣事業（自立者等対策）        ６，３００ 

      在宅高齢者デイサービス事業（自立者等対策）   ２５，８７１ 

      在宅高齢者介護用品支給事業               １０，８１１ 

      バス無料乗車証の交付事業              ９７９，３３５ 

      福祉バス運行委託事業              １６，５０２ 

      老人クラブ育成費（３０５クラブ）     １９，２９５ 

      高齢者安心確保事業                      １３，７９４ 

      アクティビティ・介護予防教室事業費         １，１８６ 

 

 

第４節 共に暮らせる障害者支援 
○障害者地域生活支援の充実 

地域における相談体制を整備し、障害の状況に応じた在宅生活を支援します。 

 

◇障害者程度区分判定等審査会運営事業                  ８，２０２ 

         構成：障害者等の保健または福祉に関する学識経験者 

        人数：５人１組 

          内容：障害福祉サービスの支給決定に際し、障害程度区分の判定を行う。 

          経緯：障害者自立支援法において設置義務付け 

 

○障害者施設福祉の充実 

民間事業者と連携した施設整備の促進と施設機能の見直しを図り、住み慣れた地域での暮らしへ向

けた自立を支援します。 

 

◇障害者福祉施策 

    障害者ホームヘルプサービス事業   ２３箇所         １１５，５３０ 

    在宅身体障害者デイサービス事業   ３２箇所          ８５，３１８ 

    在宅知的障害者デイサービス事業    ６箇所          ３５，６７４ 

    知的障害者グループホーム事業    ２５箇所          ５５，５８９ 

    精神障害者グループホーム事業     ５箇所       １５，４８３ 

    身体障害者小規模作業所運営事業    ５箇所       １０，１００ 

    精神障害者小規模作業所運営事業    ４箇所       １１，２００ 

        知的障害者小規模作業所運営事業      ２箇所               ３，０００ 

        身体障害者短期入所事業         ３箇所              １，４５２ 

        知的障害者短期入所事業       １４箇所              ２３，８２３ 

        身体障害者福祉工場運営費補助事業（中核市関連）         ２３，５７８ 

    バス無料乗車証の交付事業（身体、知的、精神障害者）     ２２７，６８４ 
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    重度心身障害者移動支援対策事業（タクシー券、自家用車給油券）  ５５，６９６ 

※１８年度より、新たに精神障害者を対象とする。 

    重度心身障害者医療費助成事業            ６４３，０１２ 

    ガイドヘルパー派遣事業                   ６，８７２ 

    特別障害者手当等支給事業                １８１，５９４ 

    障害者移送サービス事業                  ７６９ 

南黒地方福祉事務組合負担金         ２２，８２５ 

 
○支援費等援護費            ２，９４３，０６３ 

    老人援護費（養護老人ホーム） 

    身体障害者援護費 

    身体障害児援護費 

    知的障害者援護費 

 

 

第５節 すこやかな成長を支える子育て・子ども支援 
○子どもの居場所づくりの推進 

子どもがいきいきと過ごすことができる安全で良質な居場所の確保に努めます。 

○ゆとりある子育て支援の充実 

身近な地域における子育てに関する情報提供・相談機能と、拠点機能との連携に努めます。 

○安心して産み育てられる環境の充実 

多様な保育ニーズに応じた保育サービスの提供と子育てに関する経済的な負担を軽減し、育児にか

かる負担を分かち合う環境づくりに努めます。 

 
  ◇児童・母子等福祉施策 

      公立保育所運営事業（７箇所）               ２１８，９６５ 

     私立保育所運営事業                  ６，２２２，７９０ 

     保育料軽減対策事業（軽減額 ６１７，０７８） 

       第３子保育料軽減対策    

           Ｈ１７  県１／３  市１／２  保護者負担１／６ 

           ⇒H１８   ３歳未満児 県１／３  市１／２  保護者負担１／６ 

                     ３歳以上児 県１／６  市１／２  保護者負担１／３ 

保育料の保育単価の均一化、保育料徴収基準の細分化、最高限度額の設定等による

軽減を実施 

特別保育事業                      ６３０，１６７ 

障害児保育事業の実施       １３箇所 

ふれあい保育事業の実施      １０箇所 

       延長保育促進事業の実施      ７８箇所 

       一時保育促進事業の実施      ５６箇所 

       保育所地域活動事業の実施     ６３箇所 

地域子育て支援センター事業の実施 １３箇所 

       休日保育事業の実施        １６箇所 

      病児一時保育事業                             １０，６７１ 

      放課後児童対策事業                            １３５，９９４ 

       開設箇所（３８箇所） 土曜日開設（１８箇所） 

児童館運営事業                           １４０，９６３ 

      児童手当支給事業                         １，８２８，１６６ 

（支給対象拡大 小学校第３学年修了前⇒小学校第６学年修了前） 

      児童扶養手当支給事業                       １，６５８，５１６ 

乳幼児医療費助成事業                         ２９１，６３８ 
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      ひとり親家庭等医療費助成事業                       １８３，４９９ 

        つどいの広場運営事業                             ３，３０１ 

      子ども支援センター運営事業                      ９３０ 

          障害児デイサービス事業                                  １６，９６１ 

          障害児短期入所事業                                     ３１，２３１ 

          障害児ホームヘルプサービス事業                            ２，３２２ 

 
◇障害児タイムケア事業                            １０，２０８ 

      障害児（中高生等）の放課後や夏休み等の活動の場を確保するとともに、 

         家族の就労支援や負担軽減を図る。 

   

◇社会福祉施設整備費補助金                   ２２７，５７４ 

      保育所整備補助金（幸畑保育所、聖星保育園、ほか新規１件） 

      知的障害者施設（浪岡・りんどう苑）（元金償還補助金） 

 
○母子保健対策の充実 

母子の健診などの総合的な保健対策の充実を図ります。 

 

◇母子保健事業費                            ７４，８６０ 

       心はぐくむブックスタート事業（社会福祉事業基金活用）   

      ３歳児健康診査［対象：３歳６か月以上４歳未満の幼児］ 

       妊婦委託健康診査［対象：妊婦］ 

       乳児健康診査［対象：４か月児、７か月児］ 

       妊産婦・新生児訪問［対象：妊産婦・新生児］ 

       １歳６か月児健康診査等 

 

           

第６節 暮らしを支える諸制度の円滑な運用 
○生活困窮者の自立への支援 

生活に困窮している市民に対し、適正な経済的支援を行うとともに、社会的、経済的な自立を支援

します。 

 
○生活保護費                           １１，５５７，１０６ 

    生活扶助、医療扶助、その他扶助     

保護世帯数   ４，８９７世帯 

保護人員数   ６，９５４人 

    保 護 率   ２２．０９パ－ミル 

 

 

第７節 共に支え合う地域福祉・コミュニティ 
○地域コミュニティ活性化への支援 

町会などの自主的な活動の支援などにより、地域コミュニティ活動に対する参加意識を啓発します。 

 

◇町会環境整備助成                       １８，６２７ 

         １町会当たり２万円、１世帯当たり100円 

          （青森地区３７４町会、浪岡地区３８町会） 

 

 

 

 

 



 
- 21 -

◇コミュニティ活性化推進事業                 ５６，０２９ 

     地域コミュニティ活性化事業費補助金   

コミュニティ助成事業補助金      

（矢田町会外１２町会） 

コミュニティ活性化促進事業補助金 ほか            

 

○地域活動拠点の充実 

福祉館や農村センター、地域市民館などの地域の活動拠点の充実を図ります。 

 
  ◇地域市民館運営助成                       ７，４８８ 

     地域市民館１館当たり限度額１０万円 

          （青森地区９２町会、浪岡地区１２町会） 

 

 

  ◇地域市民館整備                       ２８，４６１ 

         地域市民館建設事業補助金 

        補助対象   赤川生活福祉会館ほか５件 

       補助率       ４／５以内 

 

 

第８節 だれもが尊重される平等・共生の社会づくり 
○男女共同参画意識の啓発、女性の社会参画への支援 

男女共同参画社会に関する意識啓発を図るとともに、男女共同参画社会を推進する団体や活動など

を支援します。 

また、女性の社会参画に対する意識の啓発や人材育成を行います。 

 
◇男女共同参画推進                            ６，２１６ 

     男女共同参画社会形成促進事業                      

男女共同参画プラザパートナーシップ促進事業       
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第５章 未来をひらく 豊かな人を育むまち 
 

第１節 生きる力を育む教育環境 
○確かな学力を育む教育の推進 

個に応じた指導の充実や教員の資質向上のための研修の充実を図ります。 

 

◇教育指導研修事業                       ３０，３５６ 

外国青年（語学指導員）招致事業 

教育相談適応指導事業 

     教職員研修事業 ほか 

 

○豊かな心を育む教育の推進 

読書活動やボランティア活動、スクールカウンセリングの充実などを通じて、人間性・社会性とと

もに、豊かな心を育みます。 

 

◇心豊かな子ども読書活動推進事業                  ２８７ 

     推薦図書整備 

     読書感想文コンクールの実施 

 

○教育環境の充実 

 学校施設の整備・充実や、統廃合を含めた通学区域の再編による学習環境の向上に努めるとともに、

学校内外での児童生徒の安全の確保を図ります。 

 

◇小・中学校校舎等建設事業                  ９１２，３２８ 

     新城小学校校舎等改築（校舎改築・プール解体）  （Ｈ１４～Ｈ２１） 

     新城中学校校舎等改築（実施設計）        （Ｈ１６～Ｈ２２） 

     原別小学校耐震補強・改修工事          （Ｈ１６～Ｈ１８） 

大野小学校耐震補強設計             （Ｈ１７～Ｈ１９）  

 

◇地域体育施設整備事業【合併特例債活用事業】               ２１２，１９１ 

     浪岡南小学校、浪岡北小学校グランド及び照明器具整備 

       平成17年度 設計    平成18年度 整備 

 

◇幼稚園就園事業                               ３３１，３８０ 

     幼稚園就園奨励事業      

       幼稚園就園奨励費補助金            

すくすく子育て支援費補助金 

県１／３  市１／２  ⇒ Ｈ１８  県１／６  市１／２ 
     私立幼稚園運営支援事業      

       私立幼稚園運営費補助金 

       私立幼稚園幼児教育研究事業費補助金 

 

◇スクールバス運営事業                               ３８，５８５           

    新城中央小学校、東陽小学校、新城中学校、浅虫中学校 

浪岡地区小・中学校 
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第２節 生活と地域を豊かにする生涯学習 
○生涯学習活動の充実 

生涯の各時期に対応した体系的・継続的な学習機会を提供するとともに、市民が主体的に行う学習

活動を支援します。 

 

◇生涯学習支援事業                 １８，２８６ 

市民センター、公民館における各種講座等の開催  ほか         

 

 

第３節 豊かな感性を磨く文化・芸術 
○文化・芸術活動の充実、版画文化の充実 

市民の主体的な文化・芸術活動に対する支援や、地域の歴史、風土等を反映した特色ある文化・芸

術の充実を図ります。 

また、版画に関する市民活動に対して支援するとともに、版画の創作や優れた作品に触れる機会の

充実に努めます。 

 

◇芸術文化活動費                         ８，３９４ 

       版画の街あおもり開催          

            市蔵美術品保存            

      ２００７あおもり版画トリエンナーレ開催（準備）事業  

   

 

   ◇青森市文化芸術推進事業費                                       ２，６００ 

    文化芸術活動振興基金活用事業 

      助成：収入を伴わない事業 限度額１００千円 

      貸付：収入を伴う事業 限度額５００千円 

 

  ◇国際芸術センター青森運営費                         ３３，１１２ 

アーティスト・イン・レジデンス事業 

夏のアートフェスティバル 

芸術講座 ほか 

 

○文化財の保存・活用 

 三内丸山遺跡、小牧野遺跡、高屋敷館遺跡、浪岡城跡に代表される史跡や貴重な文化財の保存・整

備・活用に努めるとともに、文化財保護意識の普及・啓発を図ります。 

 

  ◇小牧野遺跡整備事業                             ５６，３５１ 

     史跡用地の取得 

     環状列石保存処理 

 

○文化・芸術施設機能の充実 

 既存施設の特性を活かしながら有効活用を図り、多種多様な文化・芸術作品などの鑑賞機会の提供

に努めます。また、文化・芸術活動に気軽に参加できる機会づくりに努めます。 
  

◇文化会館改修事業費【合併特例債活用事業】             ２，２０９，１９８ 

      17年度  基本・詳細設計 

      18年度  大規模改修              
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第４節 だれもが親しめるスポーツ・レクリエーション 
○スポーツ・レクリエーション活動の充実 

年齢・体力・技術に応じたさまざまなスポーツ・レクリエーション活動を支援するとともに、スポ

ーツ・レクリエーション活動に親しむことができる機会の充実に努めます。 

 

◇第２０回全国スポーツ・レクリエーション祭                     １，８００ 

      １８年度 青森市実行委員会設置、種目別リハーサル大会開催 

      １９年度 ９月 22日～25日（４日間）スポーツ・レクリエーション祭開催 

 

○競技力の向上 

各種スポーツ競技活動を支援するとともに、指導者の育成・活用を通して競技力の向上に努めます。 

 

◇スポーツ拠点づくり推進事業                                    ４，８５０ 

       第2回全国高等学校カーリング高校生選手権大会                           

 

◇世界女子カーリング選手権大会                                ２３，００４ 

        大会PR活動、ボランティア募集・研修、運営マニュアル策定 

           ３月１７日～２５日（９日間） 青森大会開催 

 

○スポーツ・レクリエーション施設機能の充実 

 日常生活の中で身近にスポーツ・レクリエーション活動を楽しめるよう、既存施設を有効活用する

など、スポーツ・レクリエーション施設機能の充実を図ります。 

 
  ◇浪岡体育館整備事業【合併特例債活用事業】                 ５５１，００３ 

     基本設計・実施設計（Ｈ１７～Ｈ１８） 

     アスベスト除去工事及び解体工事（H１８） 

     建設工事（Ｈ１８～Ｈ１９） 

 

 

第５節 人の輪を広げる地域間交流 
○国際交流の充実 

友好交流協定締結都市との交流を進めるとともに、子どもたちや市民の国際交流活動などを支援 

します。 

 

◇大井青少年育成事業基金活用事業                         ９，０１２ 

【異文化に向き合う生活体験】 

海外での生活・交流体験 

小学生 少年海外生活体験事業（受入国：イギリス）     

中学生 少年海外生活体験事業（訪問・受入国：韓国）  

    国際理解教育推進事業（訪問・受入国：米国）  

      ネイティブスピーカーとの共同生活体験 

ジョーモン・ジュニア体験活動事業          

 

○国内交流の充実 

他都市との交流を進めるとともに、子どもたちや市民の国内交流活動などを支援します。 

 

  ◇国内交流推進費                                ４，９７６ 

      上屋久町との交流（中学生ホームステイ・ねぶた交流） 
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◇子ども交流事業費                               ２，７８２ 

      ４市（奈良市・大津市・尾道市・青森市）子ども交流（開催市：大津市） 

青森市・下関市子ども交流（開催市：下関市）  

 
  ◇海峡フォーラム開催事業                            ６，７３０ 

      開催日時 平成１８年８月７日～８日（予定） 
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推進体制 
 

○市民とともにまちづくりを進めるに当たり、主に行政内部の推進体制に関する取組みを積極的に進

めます。 

 

  ◇自治体経営推進費                               １，２６５ 

     自治体経営推進委員会 

     自治体経営システムの運用 

    

 

◇中核市移行準備費及び中核市関連経費                     ５２，５４７ 

     保健所設置経費等 

     外部監査導入に係る経費 

 

 

  ◇新総合計画進行管理事業                           １４，６８２ 

     （仮称）総合計画推進委員会 

     総合計画「ネクストAomori推進プラン」の発刊  

総合版１，０００冊、概要版２，２００冊 

 

  ◇新情報システム整備事業                        １，３６４，７０２ 

     アウトソーシングによる新情報システムの構築及び運用 

     【債務負担行為設定】 

      期間：Ｈ１９～Ｈ２１（４，１８４，３０６）  

 

 

  ◇青森市地域振興基金積立金                       １，２００，０００ 

     合併市町村振興基金【合併特例事活用業債】 

Ｈ１７～Ｈ１９までの3ヶ年で積立 

   積立総額３，６００，００0千円 

 

  ◇青森市議会議員選挙費                           ２２４，４３３ 

  

 ◇青森県議会議員選挙費                            ３５，８１１ 

     平成１９年４月選挙の準備 

【債務負担行為設定】 

期間：H18～H19（１９，０８４） 
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 ○競輪事業特別会計                      １４，９１８，６７８ 

  快適でくつろげる施設の整備、楽しめる競輪とサービスの提供、車券購入の場所と機会の拡充を

目指し、ファンサービスの充実に努めます。 

 

    開催日数   通常開催           ６６日間 

          みちのく記念      ４日間 

          自場開催計      ７０日間  

          場外開催      ２３４日間 

          開催日数合計    ３０４日間 

 

 

 ○国民健康保険事業特別会計                     ２６，７７５，８２０ 

保険給付費について所要額を計上したほか、国民健康保険被保険者の満３０～６５歳未満の生

活習慣病予備軍の方を対象とした「個別健康支援プログラム」を作成し、運動・食生活の改善

を行っていく事業を拡充して参ります。 

 

    世帯数            ６３，０８７世帯 

    被保険者数         １１６，２９３人 

 

 

 ○土地区画整理事業特別会計                      ２，１７９，３９０ 

新幹線八戸・新青森間の開業に向け、石江土地区画整理事業を計画的に整備して参ります。 

    

石江土地区画整理事業          

１８年度内容    宅地造成、街路築造、埋蔵文化財調査等 

 

 

 

○下水道事業特別会計                       １２，８４２，９１０ 

「下水熱を利用したまちなかコミュニティ雪処理事業」において、新たに中央・橋本地区の整

備に着手することとしたほか、計画的に汚水管渠等の整備を行い、本年度末の普及率を青森地

区７０．９％、浪岡地区６０．３％を目指します。 

     

     幹線管渠築造、処理場整備、ポンプ場整備       

     下水熱を利用したまちなかコミュニティ雪処理事業（再掲） 

     岩木川流域下水道事業費     

      

※18年度末普及率見込 ７０．９％（青森地区）  

           ６０．３％（浪岡地区）          

 

 

 ○公共用地取得事業特別会計                   １，０４２、８４５ 

新青森駅南通り線の用地を、一般会計で取得することに伴う公債費の繰上償還を行います。 

 

   新青森駅南通り線用地売却に伴う公債費の繰上償還 

  

 

 

 

特別会計 
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○中央卸売市場特別会計                      ６２３，９７６ 

市場の活性化を図り、適正な市場取引を推進して参ります。 

     

維持管理費等運営費、公債費 ほか       

 

○老人保健事業特別会計                   ２４，４６３，３９６ 

医療保険加入者で、７５歳以上の方と６５歳から７５歳未満の障害の有る方が、安心して医療

給付を受けられます。 

 

    対象者     ３２，２９５人 

 

○霊園特別会計                                ２４４，３３４ 

市民の墓地需要に対応するため、平成１７年度に八甲田霊園内に新たに造成した８１５区画の

うち、残りの４８６区画について、引き続き提供して参ります。 

 

                     現況区画数    残区画数（1月末現在） 

    三内霊園      ２４．２ｈａ  １６，３３３区画 

    月見野霊園    ４５．４ｈａ   ９，７０９区画 

    八甲田霊園    ６１．９ｈａ   ５，８７３区画     ４８６区画 

浪岡墓園    ０．９ｈａ     ５８９区画 

 

 ○農業集落排水事業特別会計                     ５１５，９６３ 

平成１９年４月供用開始に向け、桑原地区（青森）及び野沢地区（浪岡）の整備を引き続き行

うこととしております。 

    

 桑原地区   （Ｈ１４～Ｈ１８） 

    浪岡野沢地区 （Ｈ１３～Ｈ１８） 

 

 ○介護保険事業特別会計                   １６，４８８，９９２ 

平成１８年度から２０年度までを計画期間とする「第３期介護保険事業計画」を策定し、新たな

施策として介護予防を推進するための拠点として市内１１ヵ所に「地域包括支援センター」を設

置するとともに、「地域密着型サービス」及び「地域支援事業」を創設するほか、介護報酬単価

の改定に伴い介護保険料の見直しを行っております。 

     

第三期介護保険計画（平成18年度～２０年度） 

        第１号被保険者  ６４，４９１人 

        介護サービス対象者 

            居宅介護サービス  ５，２９７人 

            施設介護サービス  ２，００５人 

            介護予防サービス  １，５７３人 

※介護保険法改正に伴い地域支援事業（介護予防事業、包括的支援事業、任意事業）新設 

 

○学校給食特別会計                           ２，３６４，１４０ 

『食』と『健康』に対する正しい理解と望ましい習慣を養うため健康教育の教材としながら、継

続的に安全でおいしい学校給食の提供を図ります。 

 

単独学校給食施設13校、中央部学校給食共同調理場（15校分）、 

      西部学校給食共同調理場（20校分）、中学校給食センター（20校分）、  

浪岡学校給食センター（小学校6校、中学校1校） 
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 ○病院事業会計                       １２，９５９，４５５ 

地域の信頼に応えるため、引き続きより良い医療の提供に努めて参ります。 

    

青森市民病院 

        病床数              ５３８床 

        年間延患者数       ４６１，５２２人 

        年間延入院患者数      １７０，５３０人 

        年間延外来患者数      ２９０，９９２人 

 

      浪岡病院 

    病床数               １９９床 

        年間延患者数       １１３，６９５人 

        年間延入院患者数       ４７，８１５人 

        年間延外来患者数       ６５，８８０人 

 

 

○水道事業会計                        ９，７７０，７１１ 

維持管理、老朽管路の更新及び主要管路の耐震化など、今後も日本一おいしい水道水の安定給水

の維持を図ります。 

 

     給水戸数      １２９，９００戸 

     年間総給水量  ３６，１３３，９００㎥ 

     一日平均給水量      ９８，９９７㎥ 

 

 

 ○自動車運送事業会計                       ３，３８３，０３３ 

「市営バス再構築プラン」に基づき、車両更新を中古車両で対応するなど可能な限り経費節減を

図る一方、乗合・貸切・広告など様々な収入確保に努め、健全経営に努めてまいります。 

 

     車両数                     ２０４両 

     年間走行キロ        ５，５７２，９７１㎞ 

     年間輸送人員      １０，９６５，２８６人 

企業会計 
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Ⅰ 一 般 会 計                             （単位:千円） 
 

今回の補正予算は、主に、平成１７年度の決算見込に基づいて所要の調整を行ったものでありま

す。その結果、今回の補正額は、３億８千２百１４万４千円の減額補正となり、これを差し引いた

予算総額は１千百２８億４千８百３９万８千円、当初予算額１千百４億８千７百万円との比較では

２．１パーセントの伸びとなっています。 

 
既 決 予 算 額        １１３，２３０，５４２ 
今 回 補 正 額         △３８２，１４４ 

                  計         １１２，８４８，３９８ 
 
 
＜歳出の主なるもの＞ 
 
    ○電子計算システム整備事業費                               △１４７，６８４ 
住民基本台帳システムの稼動延期に伴い、減額補正 

補 正 前         補  正          計 

        ８５１，５８３    △１４７，６８４      ７０３，８９９ 

 
  ○予防接種費                          1０，０５４ 
高齢者のインフルエンザ予防接種人数の増等を踏まえ、増額補正 

補 正 前         補  正          計 

        ２１３，１９３      １０，０５４       ２２３，２４７ 

 
  ○造林事業費                           △１９，２６６ 
決算見込みに基づき、減額補正 

補 正 前         補  正          計 

          ５１，９１８     △１９，２６６         ３２，６５２ 

 
○東北新幹線八戸・新青森間建設促進負担金             △７８，７５５ 
決算見込みに基づき、減額補正 

補 正 前         補  正          計 

          １８２，０９１          △７８，７５５             １０３，３３６ 

 
○新青森駅周辺整備事業費                   △４９，５８１ 
決算見込みに基づき、減額補正 

補 正 前         補  正          計 

          ７１，２６６          △４９，５８１               ２１，６８５ 

 

○体育団体助成費                           ４０７ 

第３７回全国高等学校バレーボール選抜優勝大会に出場する本県代表の 

青森工業高等学校に対し、選手派遣経費等の一部を支援 

補 正 前         補  正          計 

          １５，６０５              ４０７               １６，０１２ 

 

 

 

平成１７年度３月補正予算の内訳  
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＜歳入の主なるもの＞ 
 

歳入については、歳出との関連で、国庫支出金、県支出金及び市債等を調整致したほか、決算見込

みに基づき地方交付税、財産収入、繰入金、諸収入等を調整 

 

  ○地方交付税                         ２８４，１５６ 

補 正 前         補  正          計 

     ２２，６３０，７９６     ２８４，１５６    ２２，９１４，９５２ 

 

  ○国庫支出金                         △５６，０１０ 

補 正 前         補  正          計 

     １９，２２８，７２２     △５６，０１０    １９，１７２，７１２ 

 

  ○県支出金                           △９，５４３ 

補 正 前         補  正          計 

      ６，７０７，５２１      △９，５４３     ６，６９７，９７８ 

 

  ○財産収入                          △１１，３５４ 

補 正 前         補  正          計 

        ２３２，１９６     △１１，３５４       ２２０，８４２ 

 

  ○繰 入 金                           ３３，８１９ 

         補 正 前         補  正          計 

          ９２０，６８９       ３３，８１９         ９５４，５０８ 

 

  ○諸 収 入                         △２５，３７４ 

         補 正 前         補  正          計 

      ２，５２６，６６４     △２５，３７４     ２，５０１，２９０ 

 

  ○市  債                         △５４６，５００ 

         補 正 前         補  正          計 

     １５，００５，８６０    △５４６，５００    １４，４５９，３６０ 
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Ⅱ 特 別 会 計 
 

各特別会計につきましては、決算見込みに基づき所要の措置を講じたものであります。 

 

 

  ○国民健康保険事業特別会計                   ４７２，０２５ 

         補 正 前         補  正          計 

     ２９，７４４，４３５     ４７２，０２５    ３０，２１６，４６０ 

 

  ○土地区画整理事業特別会計                  △２４，２２９ 

         補 正 前         補  正          計 

       ２，９３４，７８９     △２４，２２９      ２，９１０，５６０ 

 

  ○下水道事業特別会計                    △１０１，２０１ 

         補 正 前         補  正          計 

     １４，９８１，３７９    △１０１，２０１    １４，８８０，１７８ 

 

  ○中央卸売市場特別会計                    △８，４８６ 

         補 正 前         補  正          計 

        ７７１，３０６      △８，４８６       ７６２，８２０ 

 

  ○霊園特別会計                              △５，３５０ 

         補 正 前         補  正          計 

           ６１３，４４１            △５，３５０             ６０８，０９１ 

 

 


